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＜業界動向＞

◇中国の油圧ショベル、５月販売は１万9,313台で71％増

－１～５月累計は10万5,935台で前年同期比60％増－

中国の油圧ショベル市場が好調を

持続している。中国工程机械工業協

会・ショベル部会の統計によると、

５月の油圧ショベル販売実績(25社

ベース)は１万9,313台(前年同月比

71.3％増)となった。６月から８月

まではオフシーズンだが、前年同期

の販売が低かったこともあり前年同

期比５割増もありうる。通年では過

去最高の18万台以上に達する可能性

も出てきた。

５月実績のうち中国国内は１万

7,780台(69.6％増)、輸出は1,523台(95.3％増)で、５月としては直近のピークだった2010

年の１万6,000台を上回った。また４月に続き２カ月連続で最高を更新した。

５月のクラス別では30トン以上の大型2,435台(59.7％増)、20～30トンの中型5,012台

(90.3％増)､20トン未満の小型１万333台(63.3％増)。2016年以降中型ショベルの販売台数

の伸びが目立っており、構成比が回復傾向にある。１～５月累計の構成比は26.2％となっ

た。１～４月の不動産投資の完成額は前年同期比10.3％増と直近３年間でも高水準。

メーカー別に見ると、５月は三一重工4,331台(91.6％増)、シェアは22.4％で１～３月

期の21.4％より小幅な伸び。以下キャタピラー2,504台(シェア13.0％)、徐工2,501台(同

13.0％)、広西柳工1,284台(同6.7％)。

１～５月累計販売実績(25社ベース)は10万5,935台(前年同期比60.2％増)となった。う

ち中国本土(香港台湾マカオ除く)は９万8,727台(57.7％増)、輸出は7,171台(103.9％増)。

累計実績は概ね業界の想定通りで、シーズンオフの５月も高水準を維持した。

業界各社は今後もこのペースを維持すると楽観している。根拠としては中国国内のイン

フラ投資がさらに伸びること、また前回の需要期に販売された機械が集中的に更新期を迎

えていること、環境保護政策の厳格化などが需要を動かし、健全な成長ペースを維持する。

中国ショベルの販売
（輸出含む）
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＜建機車両＞

◇井関農機、インドネシアのトラクタ生産能力を2021年度に倍増

井関農機のインドネシア法人「イセキインドネシア」(東ジャワ州)は、トラクタの年産

能力を2021年度に２万台へ倍増する。ASEAN 向けの需要増に対応するため、2018年４月

より塗装工程を１日２交代制(従来は１交代)としたほか、組立工程も2019年より２交代制

とする。また、塗装ラインの延長や塗装設備の増強も検討する。なお、同社は延床面積

8,200㎡の製品・部品倉庫を2017年12月に増設している。

◇クボタ、担い手農家向け大型コンバインをフルモデルチェンジ

クボタは、担い手向け大型コンバインのフラッグシップ機を10年ぶりにフルモデルチェ

ンジする。国内特自排ガス４次規制に適合した大型エンジンの搭載や刈取り・脱穀機能の

強化により作業能率を高めたほか、ICT を活用したクボタスマートアグリシステムと食味

収量センサの機能も向上させ、農業の生産コスト低減に貢献する。新製品「ディオニス」

は５条刈の DR595(95馬力)と６条刈の DR6115(115馬力)、6130(130馬力)からなり、発売

時期は DR595が2019年２月、DR6115、6130が同年１月。初年度は800台の販売を見込ん

でいる。

◇クボタ、ＧＰＳ活用の６条植／８条植田植機を発売

クボタは、低コスト稲作を志向する担い手農家向けに GPS を活用して高精度化、低コ

スト化に寄与する新機能を搭載した６条植／８条植田植機「ナビウェル」を９月に発売す

る。初年度の販売台数は3,000台を見込んでいる。

ぬかるみの強い湿田などでは、車輪がスリップすることにより株間(苗と苗の間)が設定

よりも狭くなりがちだが、ナビウェルは GPS の位置情報を元に植え付け位置を補正する

ため、設定した株間で植え付けが可能。また、植え付けと同時に施肥を行う場合にも GPS

の位置情報でスリップによるバラツキを補正するため、設定した施肥量を散布できる。さ

らに、GPS の位置情報を利用してステアリングを自動で直進方向に補正する直進キープ

機能に加え、条間アシスト機能を装備。ほ場の端でターンしたときに進行方向がずれると

液晶パネルに警告が表示され、ずれを自動で補正する。



-19-

2018 年 6 月 14 日（木曜日）発行 産業機械新報 第 3190 号

◇杭叉集団、17年営業利益６億1,800万元で前期比14.2％増

中国産業車両大手、杭叉集団(本社：浙江省杭州市)の2017年12月期業績は、営業利益６

億1,800万元(前期比14.2％増)となった。世界経済が安定する中で製造業、交通運輸、倉

庫物流などの業界からのフォークリフト需要が拡大。同社もその恩恵を受けた。

連結売上高は70億400万元(30.4％増)となった。2017年の中国産業車両業界は予想を

超える伸びが続き、国内、輸出路もに最高を更新した。全ての車種の販売台数が増加。中

国工程机械工業協会工業車輌分会の統計によると、機械駆動産業車両の販売台数は合計

49万6,738台(前年比34.2％増)となった。うち中国国内37万1,013台(38.5％増)、輸出12万

5,725台(23.0％増)となった。

売上げ概況を見ると､「フォークリフト等および部品」67億400万元(32.1％増)となった

が、利益率は22.2％(2.2ポイント減)となった。うち海外売上高は12億4,300万元(40.7％

増)で利益率27.3％(0.2ポイント減)。

生産は10万6,763台(30.4％増)、販売は10万5,091台(27.6％増)、在庫は4,805台(53.4

％増)となった。生産販売規模は拡大したが、鋼材など資材費の高騰で製品利益率は低下

した。

2018年12月期は連結売上高78億元を目指す。期中のコスト抑制は約10億元を見込む。優

位性を活かし市場環境の変化に対処していく。技術の研究開発分野では、同社の製品技術

を高め、電気自動車業界の製品と高度な物流製品の効率的な、環境に優しいインテリジェ

ント機能の開発に注力。販売は、国内市場の拠点網を拡充、海外市場では独立系販売代理

店の追加に加え、自社系販売会社３社も営業サービス機能を強化していく。製品構造の調

整、バリューチェーンの拡大、営業サービスのレベルアップを図り、業界リーダーの地位

を維持する。

技術の研究開発分野では、同社の製品技術を高め、電気自動車業界の製品と高度な物流

製品の効率的な、環境に優しい、インテリジェントな機能を作成するに焦点を当て、高付

加価値のコア技術で差別化製品を導入した、製品のアップグレードや更新のペースを加速

する。

◇ボルボ、内モンゴル自治区の合弁会社持分を売却

ボルボグループは、中国子会社が保有する内蒙古自治区の合弁会社「内蒙古北方重型汽

車」(NHL)の持分売却を完了した。売却額が10億SEKで、売却益８億SEKはボルボ・コン

ストラクション・イクイップメントの第２四半期営業利益(Operating Income)に反映され

る。持分売却後も、ボルボ CEは NHLにリジッドダンプ用部品の販売を継続する。


